
 

 

 

 

  

 

 

６年教室の卒業式までの日め

くりカレンダーも「あと１日」と

なりました。いよいよ明日は，

卒業式です。この１年間，南小

のリーダーとしてがんばってく

れた６年生が卒業します。在校

生は６年生への感謝の気持ちや

エール，６年生はこれまでお世

話になった人々への感謝の気持

ちやこれからの決意を伝えよう

と呼びかけや合唱に取り組んできました。 

明日は，全校・全職員心を合わせて，一人ひとりの思いが伝わる卒業式にしていきたいとと思います。 

 

■ 卒業に向けて 

〇自画像制作 「１２才の今」を表現した自画像。一人ひとりの特徴をしっかり表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇卒業への決意～条幅紙へ四字熟語を習字で書きました～ 

６年生は，卒業制作として決意の四字熟語を習

字で条幅紙に書きました。２月２７日（月）と３

月６日（月）に，講師に望月正巳様をお迎えし，

一生懸命に練習しました。望月様は，一人ひとり

が選んだ四字熟語の手本を書いてきてくれて指導

していただきました。明日の卒業式では，素敵な

字が飾られることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

＝早川南小学校だより＝ 

 
平成２９年３月１６日 

Ｎｏ．２２ 

校長 小尾 一彦 

卒業式予行練習より 



〇ちきゅうのうらがわ～「はじめの一歩」を踏み出すこと～新津萌絵さんをお迎えして 

３月１５日（水），６年生は大

学生の新津萌絵さんをお迎えし，

「ちきゅうのうらがわ」というテ

ーマで話をしていただきました。

萌絵さんは，４年生担任の新津先

生のお子様です。なんとこの１年

間に，２０カ国もの国に滞在し，

１週間前に日本に戻られたそうです。外国では子ども

たちに英語を教えるなどいろいろな活動をしていたそ

うです。今回は，特に，「タンザニア」「インド」「イ

スラエルとパレスチナ」についての話をしてくれまし

た。「世界の国々のことで伝わっている情報が正しい

かどうかは，自分自身で確かめないとわからない」，

６年生は，初めて知ることに興味津々でした。 

萌絵さんは，１年間，外国に行くことには迷いも不

安もあったそうです。でも，１歩踏み出したことで，

自分が変われたそうです。「はじめの一歩を踏み出す

ことが大切」というメッセージを，卒業を前にした６

年生に伝えてくれました。自分が信じる道に向かって

行動する萌絵さんの姿は，とても印象的でした。 

 

■ 学力向上をめざして 

 子どもたちに学力をしっかり身に付けさせることが，学習に取り組む意欲に繋がり，自己肯定感が高まる一

番の近道だと捉えています。そのために，本年度も授業づくりとともにいくつかの取組を行ってきました。子

どもたちの学力向上のため，学校と家庭が連携し子どもたちへの対応ができますよう，今後ともご協力をよろ

しくお願いしたいと思います。 

〇１１（いい）学習ルール 

子どもたちが落ち着いた雰囲気の中で学習に集中すること 

ができるための「１１（いい）学習ルール」に取り組み，「けじ

めの強調」「ルールや手順の可視化」「聞く姿勢の育成」を子ど

もたちに身に付けさせてきました。 

１１月と２月に担任と児童で自己評価を行ったところ，どの

項目も意識化が図られ改善されてきました。今後も引き続き取

り組む中で，やや評価が低かった「①はじまる時こくには，し

ずかにせきについてまとう」「④正しいしせいで，いすにすわろ

う。」「⑪引き出しの中をせいとんしておこう。」について，特に

指導を図っていきたいと思います。 

〇家庭学習の習慣化 

 確かな学力を身につけるために，家庭学習は極めて重要です。 

全国学力・学習状況調査の結果では，山梨県の家庭学習をして 

いる割合は，全国平均との差は縮まっていますが，平均１日あたり１時間以上家庭学習をしている児童の割合 

は６割程度に留まっており，家で学校の授業の予習や復習をしているかについても低い割合になっています。

本校では，１１月と２月にカードを使い，取組状況をチェックしました。全体的に週５日程度は自主学習に 

取り組んでおり，半数の児童は学習習慣がついてきています。取組期間だけでなく普段からできるようにさせ 

たいと思いますので，今後とも家庭のご協力をお願いいたします。 

〇標準学力検査（CRT） 

本年度から国語と算数の標準学力検査を各学年で行いました。あゆみと一緒に個人票をお渡ししますので，

ご覧になっていただき，春休みの自主学習に役立てていただきたいと思います。学校としては，現状を分析し，

今後の授業改善や個に応じた指導に役立てていきたいと思います。 

①はじまる時こくには，しずかにせきについてまとう。 

②じゅぎょうのはじめとおわりには，しっかりあいさつをしよう。 

③へんじは，「はい。」と，はっきりいおう。 

④正しいしせいで，いすにすわろう。 

⑤発表するときは，たって，はっきりいおう。 

⑥せきを立つときは，いすをいれよう。 

⑦えんぴつを，正しくもって，ていねいにかこう。 

⑧友だちや先生の話は，目と耳と心で，さいごまできこう。 

⑨その場にあった声の大きさで話そう。 

⑩ふでばこのなかみを，しっかりじゅんびしよう。 

（えんぴつ５本，赤色えんぴつ１本，けしゴム１こ，名前ペン１本，じょうぎ） 

⑪引き出しの中をせいとんしておこう。 


